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作業要領

 

作業の概要

 

作成：平成○年○月○日

 

承認

 

改定：平成○年○月○日
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スプレーガンによる被塗物へ

の塗装及びその乾燥を行う工

程

 

資格免許：有機溶剤作業主任者

 

 

作業内容

 

ポイント、注意点

 

１

 

局所排気装置等の点検・稼動

。

 

・作業者の呼吸位置での吸引状況の確認

 

・設備作業前点検表の確認

 

２

 

塗料に希釈溶剤を添加し撹拌

する。

 

・塗装室温度に応じた最適な粘度、希釈率の調整

 

・温度よる粘度変化の確認

 

３

 

塗料加圧タンクに希釈塗料を

流入する。

 

・容器外への飛散防止に留意

 

４

 

スプレーガンを洗浄し、圧力

、

パターンを調整する。

 

・ガン及びその他器具の取扱方法の確認

 

５

 

被塗物をセットする。

 

・塗装治具の付着物の確認

 

・治具からの落下確認

 

６

 

塗装を行う。

 

・被塗物に対する塗装順序の確認

 

・塗装距離や間隔に留意し、均一な塗膜を確保

 

・塗料の過剰使用による漏洩に留意

 

７

 

乾燥。

 

・設定乾燥温度及び時間の確認

 

・乾燥不足による溶剤の充満に留意

 

作業工程

 

 

 

 

作業終了後

 

確認事項

 

・

乾燥炉の電源を切る。

 

・

スプレーガンの洗浄を行う。

 

・発生した廃棄物の適正な処理を徹底する。

 

＜作業場の異常時の

連絡

先＞

 

 

1.

 

設定条件、作業について

 

：○○課（内線○○○○）

 

 

2.

 

機械、設備に関して

   

：○○課（内線○○○○）

 

 

3.

 

仕上がり品質に関して

  

：○○課（内線○○○○）
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化学物質管理部署

 

（環境保全部署）

 

○○

消防署

 

TEL

：
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○○警察署
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：

110

 

内線：○○
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○○㈱□□工場
平成　年　月　日
１　管理の方針
　○○株式会社は、「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善に関する法律」に定める「第一種指定化学物質」を取扱う事業者として、化学物質の適正な管理を最重要課題の一つとして認識し、環境に配慮した事業活動を行い、社会に貢献する。
①　法令遵守はもとより、社内規則にのっとり環境保全に貢献する。

②　地域住民、行政等とのコミュニケーションを積極的に図る。
２　組織体制
(1)　管理責任者等
	任命例
	職名
	主な責任と権限

	化学物質管理統括者
	事業所長
	化学物質の管理に関する統括的な責任と権限を有し、各部署の化学物質管理責任者を指揮する。

	化学物質管理責任者
	各部署長
	各部署における化学物質の管理の実施を推進するとともに、進捗状況の点検、評価を行う。

	化学物質管理担当者
	各課長
	化学物質管理責任者の指揮の下、管理計画等の内容を作業員に周知するとともに、各課における化学物質の適正管理を推進する。


(2)　組織体制
３　取扱化学物質
	化学物質
	含有製品名
	年間取扱量

(kg／年)
	関係法令

	
	
	
	毒劇法
	化管法
（政令番号）

	鉛及びその化合物
	原材料Ａ
	225
	劇物
	○
(1-230)

	トルエン
	塗料Ｂ
塗料Ｃ
	610
	劇物
	○
(1-227)

	キシレン
	塗料Ｃ
	175
	劇物
	○
(1-63)

	ジクロロメタン
	洗浄剤Ｄ
	650
	－
	○

(1-145)


４　作業要領
  　別添（工程別作業要領）のとおり
５　化学物質の管理に係る取組み
(1)　化学物質の排出量等の削減目標
①　削減物質及び目標
	化学物質
	排出先
	基準年度
	排出量等目標値　[対基準年度削減割合]

	
	
	
	22年度
	23年度
	24年度

	トルエン
	大気
	21年度
500kg
	500kg
[0%]
	400kg

[-20%]
	300kg

[-40%]

	ジクロロメタン
	大気
	21年度
200kg
	200kg

[0%]
	100kg

[-50%]
	50kg

[-75%]

	鉛及びその化合物
	廃棄物
	21年度
200kg
	150kg

[-25%]
	100kg

[-50%]
	0kg

[-100%]
（鉛の使用廃止）


②　具体的方策
ア　排ガス吸着処理装置の設置（トルエン等）

　　 イ　鉛フリー原材料への転換（鉛及びその化合物）
(2)　化学物質の管理に係る取組目標
　　①　作業の改善や使用方法の改善により取扱化学物質の削減を図る。

②　取扱化学物質のMSDSを完備し、毎年更新する。

　　③　地域住民等への情報提供を前提とした情報の整理を行う。
６　事故に関する措置
(1)　未然防止措置
　 ①　化学物質の漏洩防止、適正保管のための注意事項を表示する。

②　機器誤操作防止のための注意事項を表示する。
③　年○回、施設及び化学物質の保管状況の点検を確実に実施する。
(2)　事故時の応急措置
①　人員、負傷者の確認を行い、救助活動にあたる。
②　化学物質や油が誤って漏洩した場合、作業を中断し、化学物質の回収作業を行って、事業所外への漏洩を防止する。
　 ③　消防、警察、自治体等関係機関への連絡・通報を行う。
　 ④　被害の拡大を防止し、周辺環境の調査を行う。
(3)　緊急連絡体制

７　教育・訓練

(1)　実施内容
1 化学物質管理計画の内容の周知を図る。

2 MSDS等を活用し、化学物質の性状、危険性等に関する教育を行い、作業員に周知を図る。

3 化学物質に関する各種法令の内容の周知を図る。

4 作業要領に基づいた化学物質の取扱いに関する訓練を行う。

5 漏洩等の事故を想定した処置訓練、緊急連絡訓練を実施する。

(2)　計画の推進
1 教育・訓練実施計画を定め、作業員に対し定期的に教育・訓練を行う。
2 教育・訓練を行った場合は、記録を保存するとともに、反省点・改善を話し合い、次回の訓練で活かすこととする。

(3)　教育・訓練実施計画
	項目
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	作業員教育
	○
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	

	緊急時訓練
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○
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乾燥炉





排ガス





：部品の流れ





排水











取扱化学物質：トルエン、キシレン
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塗装ブース
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汚泥
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事業所長














塗装課





作成例（塗装工程）





溶剤





排ガス処理施設











排ガス





原料加工課








部品





完成品

























































































































































































：化学物質の流れ






































化学物質管理部署


（環境保全部署　等）　　等）








 





総務部署





 





製造部署





 





設計部署


























































































































 














化学物質管理担当者：○○

















化学物質管理担当者：○○





 





○





○





：





化学物質管理責任者





 





管理統括者


　：○○





 





化学物質





 








 





○　異常時連絡先


作業や機械などに問題が


発生した時の連絡先や


対応担当部署を記入





○　ポイント、注意点


各作業毎に、作業を行う


うえでのポイントや化学


物質の取扱いに関する注意


点を記入





○　作業内容


工程における作業内容を


順に記入





○　使用製品、含有化学物質


工程で取り扱う製品名や含有している化学物質名を記入





作成例（塗装工程）





作成例（洗浄工程）





排ガス





取扱化学物質：ジクロロメタン





廃液





排ガス











：化学物質の流れ





：部品の流れ





廃活性炭





排ガス処理施設





洗浄済み部品





洗浄剤





回収処理装置





乾燥炉





洗浄機





部品
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